
(1) 昭和43年8月15日

面

村のようす
(43. 7月1日現在）

世 帯数 1,4・29戸
人口 7,583人

男 3,684人
女 3,899人

稼 46.62属

第 33号

網集と発行

福島県石川郡玉川村役場

大越力夫
でんわ川辺 1.39• 124 

印刷所

須賀川市加治町69
有限会社円谷印 刷

果

樹
栽

培
だ
よ

り

ー

―

本村の主要果樹の作付面積も年々上昇の一途をたどり、 りんごは約13ha、 ももは4haとな

り、収穫鼠も逐年増量の傾向にある。りんごの成園も 7ha45 tとなり、ももに於ては成園

2 ha 40 t程度の収穫量が予想される段階に到達、これ等の分布地帯は主に竜崎、岩法寺

等の本村西北部で新産都市郡山の発展に伴い有望作目として大いに期待されよう。
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ソ
テ
ス
ト
大
会

（
須
釜
小
）

昭
和
四
二
年
度
決
算
監
査



昭和 43年 8月15日 広 報 た ま か わ 第 33号 (2) 

小蒜
矢矢関 曲 大須吉白熊鈴須山川鈴

ッヒ ~ti
八ユヽ

メデ治

80 86 81 

川で別
矢矢坂大 す高八

氏° 令月
吹吹根高山生竹藤田旗田木藤崎崎木瓶和吹部本竹辺 者一

田 は 日
ツ永フハキト金フ聖仙イ重ククトス 次現

名の在
子次ミタンキ司ョ三助戸チ蔵‘ノラミテ との

年お部
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婦
人
会
で
視
察
研
修

〇
泉
婦
人
会
で
は
去
る
七

0
須
釜
婦
八
会
で

月
二
十
二
日
、
会
員
五
十
の
家
で
研
修
、
九

名
が
参
加
し
て
、
矢
吹
原
四
、
二
十
五
日
に
は

経
営
伝
習
農
場
及
び
日
本
で
国
立
磐
梯
青
年
の
家
に

酪
農
講
習
所
を
視
察
研
修
お
い
て
、

し
た
。
又
、
九
月
三
日
に

は
福
島
愛
育
園
を
慰
問
す

る。
岩中
法永小国小小角 高首関車国溝関

寺林針分針針田
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も
う
少
し
で
九
月
、
敬
老
福
祉
の
諸
行
事

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
御
承
知
の
と
お
り
九

月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
と
し
て
国
民
の

祝
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
社
会
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
の
方
々
を
国
民
一

人
一
人
が
敬
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
従
来
わ
が
村
に
お
い
て
は
「
敬
老
の
日
」

に
八
十
才
以
上
の
方
々
を
お
招
き
し
一
同
に
会
し
長

寿
を
祝
福
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
も
従
前
の
よ
う

に
行
な
う
予
定
で
す
。
高
令
者
の
皆
様
に
は
益
々
健

康
に
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
敬
老
の
日
に
は
元
気
な
お

顔
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は日口国一劉＿＿叫――町＿

l~~:

:—

-i_,; 

日

80
オ
以
上
の
高
令
者

91
名

人研
修
を
行
う
。

南竜
大塩石草草吉相小 小 小 宗 塩 須 小 小 岡 上 小 小 仁 鈴 鈴 鈴 小 小 小 仁 大倉矢村草大吉

木
木沢森野野村楽原原原形沢釜林林都野林林井木木士林林林井崎竹鎌吹 越野竹田

与 巳 田口喜田
吉キ周タアイクイ次サタ伝 イ之シ徳イリサキサ左キ＝政

衛一 ア

成ク助ケキノラノ郎ワネ吉 ノ助モニトヱヨイイ門‘ノ郎ーキ

83 82 83 81 83 85 84 81 86 81 84 84 81 86 84 84 82 83 85 84 83 83 82 87 85 84 

マトコモナキマ
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一
年
八
月
一

[
対
す
る
特

念
給
に
関
す

生
さ
れ
て
か

年
を
迎
い
ま
し
た
。

特
別
交
付
金
は
外
地

に
生
活
の
本
拠
を
「
一
年

以
上
」
も
っ
て
い
た
人
が

終
戦
等
の
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
本
邦
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引
揚
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明
る
い
村
ぎ
れ
い
な
道
路
叫

|
ー
道
路
を
守
る
月
間
—
ー
一

一
叩
喜
交
通
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
道
路
牒
境
整
I

一
備
に
つ
い
て
多
大
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
―
―

血
在
、
全
国
一
斉
に
八
月
一
日
よ
り
道
路
を
守
る
月
111

一

ー
間
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
＂
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須
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愛
護
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と
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一
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に
＜
皆
叩

ぷ
の
御
槌
i

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通

[i

協
力
を
＂
事
故
な
ど
、
犯
罪
の
被
害

お
願
い

111

に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察

□

奴
し
ま
一
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

一
す
。

11

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か

一
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も

こ
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rあ
な
た
は
こ
ん
な
場
合
L

丁
と
う
し
た
ら
よ
い
か
？
LJ

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め

に
、
在
外
財
産
の
み
な
ら

ず
生
活
利
益
そ
の
他
生
活

に
根
ざ
す
べ
き
も
の
を
失

っ
た
打
撃
に
む
く
い
る
た

め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。
支
給
対
象
者
は
昭
和

二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦

日
ま
で
外
地
に
引
続
き
一

年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有

し
て
い
た
も
の
で
、
同
日

以
後
本
邦
に
引
揚
げ
た
者

及
び
外
地
に
終
戦
日
ま
で

引
続
き
一
年
以
上
生
活
の

本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で

本
邦
に
滞
在
中
終
職
に
よ

っ
て
、
そ
の
生
活
の
本
拠

を
有
し
て
い
た
外
地
へ
も

ど
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
者
等
に
請
求
に
も
づ

い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
金
額
は
、
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
に
お
け
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な
っ
と
く
で
き
な
い
ー
ー
ー

こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て

い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か

？
そ
う
い
う
か
た
け
、
そ

の
ま
ま
泣
き
寝
人
り
し
な

い
で
、
検
察
審
査
会
に
ご

引
揚
者
讐
父
金
の

請
求
は
お
す
み
で
す
か

佐

藤
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矢
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助
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巫
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田
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野

目
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80 80 81 

る
年
令
の
区
分
に
応
じ
て

前
表
に
揚
げ
る
額
を
十
年

以
内
に
償
還
す
る
国
庫
債

券
に
よ
り
毎
年
八
月
十
五

日
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

尚
、
外
地
に
終
戦
ま
で

引
続
き
八
年
以
上
生
活
の

本
拠
を
有
し
て
い
た
者
に

は
こ
の
表
の
金
額
に
一
万

円
、
遺
族
に
つ
い
て
は
七

千
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
は
昭
和
四
十

五
年
三
月
迄
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
未
請
求
者
は

早
急
に
手
続
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
で
相

談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特別交付金の額

年齢区分 引揚者 1遣 族'

5 0 オ以上 Hio,ooo円 112,000円

35オ以上~50オ未満 100,000円 70,000円

25オ以上,___,35オ未滴 50,000円 35,000円

20オ以上,.._,z5オ未満 30,000円 21,000円

2 0 オ未満 20,000円 14,000円

告
発
し
た
人
や
犯
罪
に
よ

っ
て
害
を
う
け
た
人
で
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に

不
服
の
あ
る
か
た
は
、
だ

れ
で
も
審
査
の
中
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Fll
立
て
に
は
費
用
は
い

り
ま
せ
ん
。
申
立
て
の
手

続
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市

麓
山
一
丁
目
ニ
ノ
ニ
六
裁

判
所
内
郡
山
検
察
審
査
会

に
お
間
い
あ
わ
せ
下
だ
さ

、
O
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相
談
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
と
は
、
選

挙
人
名
簿
を
も
と
に
、
く

じ
で
え
ら
ば
れ
た
民
間
人

の
代
表
十
一
人
の
検
察
審

査
員
が
、
検
察
官
の
し
ご

と
の
や
り
か
た
を
審
査
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
と

こ
ろ
か
。
検
察
官
の
し
た

不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し

を
審
査
す
る
の
が
お
も
な

仕
事
の
一
っ
で
す
。

事
件
を
審
査
し
て
も
ら

う
に
は
、
犯
罪
を
告
訴
、
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3ヶ月天候予報

41
年
台
風
第
26
号
に
よ
る
被
害

概要

盛夏期は多少変動tまあるが、おおむね順調

に暑い夏になる見込です。しかし初秋の気温

は乎年並みかやや低めに経過しそうです。

なお、 8月から10月上旬にかけて本土に接

近または上陸して影饗を与える台風が 2,-.._, 3 

個くらい見込まれ、特に今年は東日本への影

響が幾分多い傾向があります。

気 温

8 月：上旬と下旬ころに一時低湿の現われ

るおそれがありますが、全般tこ暑い日が多

く月平均では平年並みかやや高め？こなる見

込みです。

9 月：はじめは平年並みくらいですが中旬

以降は低めの日が現われやすくなり中通り

では平年並みかやや低くなりそうです。

10月：時々冷え込みの強い日が現われまず

が月平均では中通では平平並みかやや裔＜

なる見込みです。

降水量

8 月：太平洋扁気H~がやや北にかたよっ c
張り出し，、睛れの:1が多く月の総嵐は平年

並みかやや少なめ ．；，傾向があります。しか

し雷雨や台風の影響で局地的にやや多めと

なる所もありましょう。

9 月：ばじめ残暑型:})気圧配懺が現われま

すが、中旬以降は雷雨やにわか雨の降りや

すい天候となる見込です。

なお、中旬には日本に影響する台風が l

,.._, 2個あもでしょう。月の総羅は中通りで

乎年並みかやや多めになる見込みです。

10月：はじめは曇 りの日が多いですが、中

旬以降は秋晴れの天候に恵まれるでしょ

う。月の総景は中通りは平年並みI/乃見込み

です。

村

民

登
山
会
[
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9-
乏

,
9
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'
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口

乙

ロ征

＇
玉
川
村

を

公

民

館

主

催
第
二
回

目
I
(

の
村
民
登
山
会
は

J
 

快
睛
に
恵
ま
れ
た

山

八
月
六
日
九
十
八

良

名
が
参
加
し
て
、

太

｀み
ち
の
く
の
山
の
-

達安

玄

関

と

言

わ

れ

る

員

安

達

太

良

山

に

全

全

員

登

り

無

事

終

了

こ。

，

．し

f

参
加
者
は
二
台
の
貸
切

り
パ
ス
に
分
乗
、
午
前
六

時
三

0
分
役
場
前
を
出
発

塩
沢
温
泉
口
で
下
車
、
体

育
指
導
員
が
班
長
と
な
り

安
達
太
良
随
一
の
渓
谷
芙

に
恵
ま
れ
て
い
る
湯
川
渓

谷
を
探
勝
し
な
が
ら
七
ツ

滝
、
そ
れ
に
荒
岩
と
呼
ば

夏
と
共
に
今
年
も
ま
た

個
人
事
業
税
一
期
分
の
納

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
、
お

忘
れ
な
く
納
め
て
く
だ
さ

、0し

八
月
は
個
人
事
業
税

（
第
一
期
）
の
納
期
で
す

・'・
い
贔
一ク、'

ァ"‘,;' 

,'’ ,
'
r
u
 

れ
る
荒
山
の
変
化
の
面
白

い
地
帯
を
通
り
「
く
ろ
が

ね
小
屋
」
で
昼
食
の
の
ち

鉄
山
、
失
筈
森
の
岩
壁
を

左
右
に
見
上
げ
つ
つ
、
崩

れ
そ
う
に
な
っ
た
灰
白
色

の
道
を
、
は
う
よ
う
に
し

て
馬
の
背
に
た
ど
り
着
い

た
。
こ
こ
か
ら
沼
の
平
噴

火
口
の
何
と
も
形
容
し
が

た
い
景
観
と
、
満
足
に
似

た
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
こ

こ
か
ら
牛
の
背
と
呼
ば
れ

る
稜
線
を
た
ど
っ
て
安
達

太
良
山
頂
一
、
七

0
0米

に
到
達
し
た
。

頂
上
で
休
そ
く
の
の
ち

峰
の
辻
、
勢
至
乎
を
通
っ

て
奥
岳
に
無
事
卜
山
、
こ

こ
で
待
っ
て
い
た
バ
ス
に

乗
り
途
中
岳
温
泉
に
入
り

登
山
の
疲
れ
を
取
り
午
待

六
時
半
全
員
無
事
家
路
＂
に

つ
い
た
。

こ
の
登
山
に
参
加
し
た

最
高
令
者
は
吉
の
森
儀
雄

さ
ん
七

0
オ
で
、
若
者
顔

負
け
の
健
脚
ぶ
り
を
発
起

し
た
。

公
民
館
主
催
第
九
叫
玉
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
、

川
村
親
善
野
球
大
会
は
、
攻
守
に
勝
る
泉
郷
野
球
ク

去
る
七
月
二
十
八
日
午
前
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
。

七
時
三

0
分
よ
り
六
チ
ー

成
組
次
の
と
お
り
。

一
回
戦
双
羽
電
機

7
|

—

3

役
場
職
員

駒
木
根
工
業

4
ー

ー

、

3

川
辺
ボ
ス
ト

二
回
戦
泉
郷
ク
ラ
ブ

6
ー
~
3

双
羽
電
機

駒
木
根

1

上
業

10ー
ー

5

農

業

団

体

決

勝

泉

郷

ク

ラ

プ

7
ー

'
|
3

駒
木
根
工
業

l
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親
善
野
球
泉
郷
ク
優
勝

個
人
事
業
税
の
納
税
は

こ
ん
な
便
利
な
方
法
で

昭
和
四
十
三
年
度
個
人

事
業
税
第
一
期
:
八
月
一

日
か
ら
八
―
―
―
十
一
，
t

ま

で
J

り
納
期
か
ら
口
座
振

替
納
税
ハ
制
度
を
夷
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
納

期
限
ま
で
―
．江
m
税
者
の
収

引
銀
行
に
あ
る
須
金
口
座

か
ら
納
め
る
べ
き
税
額
が

自
動
的
に
県
税
に
振
替
え

ら
れ
る
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
を
利
用
さ
れ

（
佃
島
県
石
川
事
務
所

税
務
課
〉

ま
す
と
納
税
の
た
め
現
金

を
持
参
し
て
県
事
務
所
や

金
融
機
関
へ
出
向
か
な
い

で
い
な
が
ら
に
し
て
納
税

が
済
ま
さ
れ
る
非
常
に
便

利
な
方
法
で
す
。
納
税
者

の
皆
さ
ん
が
た
進
ん
で
こ

の
方
法
を
利
用
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
手
続
き
な
ど
に

つ
い

C
は
県
事
務
所
又
は

取
引
り
あ
る
金
融
機
関
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＿
賃
／
《
〗

.

I
:：
・
iー
！

健

康

手

帳

5

1
1
 

.•.• 
し

9
し
・
1
9
.
9
i

f
だ
ご

鴫
『
酒
』
と
『
た
ば
こ
』

酒
は
、
血
の
め
ぐ
り
を

よ
く
し
、
筋
肉
や
脳
の
疲

労
物
質
を
と
り
除
く
。
疲

れ
た
仕
事
上
り
の
タ
ベ
、

酒
で
疲
れ
を
と
り
除
く
。

頭
を
使
い
つ
く
し
た
後
、

同
じ
く
そ
の
疲
れ
を
い
や

す
。
あ
わ
せ
て
心

の
ス
ト

レ
ス
を
除
き
く
つ
ろ
い
で

自
然
に
眠
り
に
人
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
用
い
れ
ば

酒
は
ま
こ
と

t

』
良
剤
と
い

え
る
が
、
こ
れ
を
過
度
に

用
い
れ
ば
休
息
変
し
て
身

心
過
労
の
悪
麗
の
水
と
な

る。
心
の
上
で
は
脳
の
細
胞

を
お
か
＇
ー
、
身
体
の
上
で

は
肝
臓
組
織
を
お
か
す
。

精
神
的
に
は
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
と
な
り
、
肝
硬
変
症

な
ど
の
原
因
と
L

べ
る
。

酒
は
、
適
量
を
し
ず
か

に
飲
む
こ
と
を
心
が
け
る

と
き
、
健
康
長
寿
の
よ
き

材
料
と
な
る
と
い
え
る
。

"
三
べ
ん
ま
わ
っ
て
、
た

ば
こ
に
し
ょ
11

の
古
語
に

あ
る
と
お
り
、
仕
事
の
あ

と
の
一
服
は
、
仕
事
の
小

休
止
の
時
間
を
作
り
心
の

疲
れ
を
い
や
す
に
有
効
で

あ
る
。た

ば
こ
は
、
こ
れ
も
休

息
の
手
段
と
し
℃
紅
味
が

あ
り
、
酒
同
様
、
そ
れ
以

上
に
用
い
れ
ば
、
そ
の
人

の
耐
容
力
が
次
第
に
増
し

て
年
と
と
も
に
景
が
ふ
え

て
ゆ
く
。
つ
い
に
は
神
経

に
対
す
り
ニ
コ
チ
ン
中
毒

を
起
し
、
ま
す
ま
す
量
が

ふ
え
る
。

煙
と
ニ
コ
チ
ン
に
ふ
く

ま
れ
て
い
る
ペ
ン
ツ
。
ヒ
レ

ン
な
ど
が
、
気
管
支
や
胃

の
粘
膜
を
お
か
す
。
叉
、

そ
れ
が
血
液
中
に
入
り
、

尿
に
も
入
る
の
で
、
膀
脱

が
お
か
さ
れ
神
経
も
中
毒

症
状
を
お
こ
し
、
多
年
つ

づ
け
て
い
る
と
、
指
先
が

ふ
る
え
老
化
を
早
め
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
慢
性
気
管
支
炎

慢
性
胃
炎
、
肺
ガ
ソ
な
ど

の
発
生
率
が
多
い
こ
と
は

動
物
実
験
に
よ
っ
て
も
統

計
的
に
も
は
つ
き
り
と
出

て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
諭
と
し
て
は
一
日

四
、
五
本
に
と
ど
め
る
、

ニ
コ
チ
ン
や
、
紙
の
す
す

が
口
に
入
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
フ
ィ
ル
タ
ー
付
の
・

た
ば
こ
を
用
い
る
、
紙
巻

な
ら
半
分
ま
で
す
っ
て
後

を
捨
て
る
な
ど
の
方
法
が

た
ば
こ
の
害
か
ら
身
を
守

る。
夏
の
か
ぜ
は
な
お
り
に

く
い
も
の
で
す
。
か
ぜ
を

ひ
く
の
は
汗
ば
ん
だ
り
、

昼
寝
を
し
た
り
、
涼
し
い

風
が
吹
き
こ
む
室
で
は
だ

か
で
い
に
り
す
る
と
、
ひ

き
こ
む
場
合
が
多
い
よ
う

で
す
。襄

び
え
も
む
し
暑
い
宵

の
う
ち
に
、
か
け
ぶ
と
ん

を
知
ら
ず
テ

1

は
い
で
し
ま

っ
た
り
、
ね
ま
き
が
知
ら

ず
に
は
だ
け
た
り
し
て
、

ひ
え
こ
む
こ
と
が
原
因
で

す
。
夏
か
ぜ
や
寝
ぴ
え
を

ふ
せ
ぐ
に
は
、
か
な
ら
ず

寝
こ
ん
で
も
空
気
に
皮
ふ

を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
、

適
当
な
衣
類
を
ま
と
う
こ

と
が
ま
ず
第
一
で
す
。

酒
飲
み
運
転

運
転
三
悪
追
放
無
免
許
運
転

ス
ピ
ー
ド
違
反

夏
か
ぜ
の
予
防
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一
わ
が
村
の
郵
便
局
[
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番
地
に
土
地
五
一
坪
五

合
（
一
七

0
、
二
四
2
m
)

を
購
入
、
建
物
、
木
造

二
階
建
小
羽
葺
ニ
ニ
坪

明
治
百
年
祭
が
行
わ
れ

る
年
、
、
川
辺
村
に
手
紙
の

集
配
局
が
発
足
し
て
か
ら

九
二
年
に
な
り
ま
す
。

新
装
な
っ
た
明
る
い
窓

ロ
、
広
々
と
し
た
事
務
室

の
川
辺
局
に
て
経
歴
を
お

尋
ね
し
ま
し
た
。

明
尽
・
―
―
―
•
一
泉
村
大
字

川
辺
字
和
尚
乎
五

0
番

地
に
郵
便
事
務
を
行
う

局
が
発
足
。
（
局
長
吉

田
正
雄
氏
）
事
務
所
局

長
宅
。

明
―
―
-
•
九
・
一
泉
村
大
字

川
辺
字
和
尚
乎
八
五
番

地
（
川
辺
角
屋
白
旗
大

輔
氏
向
側
、
現
農
業
倉

庫
附
近
）
に
移
転
（
局

長
白
旗
半
治
氏
）
。

明―――-・写
・
1
0

泉
村
大
字

JI
辺
字
宮
ノ
前
―
―
ニ

番
地
（
鈴
木
敬
郎
氏
附

近
）
に
移
転
（
局
長
高

橋
兼
友
氏
）
0

．

明
天
•
四
・
一
泉
村
大
字

川
辺
字
宮
ノ
前
一

0
七

二
合
三
勺

0J-―
-
、
四

八
而
〉
を
新
築
。

明
元
・
七
・
一
為
特
貯
金

一
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も
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あ
ぜ

血

見

延

れ

る

畦

や

夜

蛙

田

に

こ

も

り

も
ゃ

．
 

＿
 

＿JI

の

露

ゅ

う

べ

な

が

る

る

花

た

ば

こ

111

老

い

妻

の

仕

事

か

さ

ね

て

明

易

き

朝

涼

や

老

の

目

覚

め

の

つ

ね

は

や

き

111

一

l
 血

青

芝

や

甘

き

酔

歌

の

庭

に

さ

て

ll
:

・

'

、け

ら

ー

啄

木

鳥

の

音

霜

の

林

に

ひ

ひ

く

な

り

一

＿

す

だ

れ

111

青

簾

は

ず

し

て

さ

や

か

暮

情

か

な
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ク小

高
南
須
釜

ク北
須
釜

取
扱
う
。

明――
10・1.0・

一
写
高
橋
重
之

進
氏
局
長
に
就
任
。
同

年
―
二
月
一

0
日
新
築

局
舎
に
移
転
。

明
一
―
―
―
-
·
―
―
•
一
小
包
、
外

国
為
替
、
取
扱
゜

明莞・――-・

"一
振
替
貯
金

取
扱
。
9

.

明
g
-―-
•
B．
一
年
金
、
恩

給
、
取
扱
゜

明
翌
・
写
・
―
―
―
―
債
券
元
利

金
取
扱
゜

大
呼
―
―
―
・
一
国
庫
金
取

扱
、
同
七
月
一
日
府
県

税
取
扱
o

`

大
写
．
一
・
一
簡
易
保
険

取
扱
゜

大
写
・
ニ
・
―
―
-
〈
電
信
電
話

取
扱
（
第
一
種
内
国
和

文
通
信
事
務
）
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

ヽ

こ
ざ
い
ま
す

（
七
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

甚
生

出

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

部
落

小

高

溝

井

庄

一

麻

1-『
二
男

中

小

、
針

敦

子

幸

助

孫

南

須

釜

大

野

政

幸

好

之

ク

ク

真

野

目

順

子

照

雄

s

二
女

ク

関

根

靖

志

カ

―

―

―

二

男

I'""-'" 

＇ 一‘‘

"-

逝

矢大 吉 溝 小 吉 去
村死お

吹関 井木村亡 ← 
ョ 者 、. I悔

キ、ンシトケ兵氏へみ
名七

サナミメサ七 月申
• 分

辰 戸嘉伝甲
世のし

律 子主
帯死
主亡 上

義 今一治男
朝 ・名届事 げ

．曰

ク吉褻ク母多 か ~ ， ま
美
〗続 (' っ

の
ッ置す、

ノ…、
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柄.....,,-.... ●' 

母

八

・
1
0

先
月
の
日
誌
よ
り

七

月

大

八

・

七

．

―

-

国

債

募

集

取

扱

。

五

0
周
年
記
念
に
次
の

（
昭
和
二
六
年
八
月
一
昭
話
・
呑
―
―
1
0

、
玉
川
村
犬
ょ
う
な
表
彰
を
受
け
て

日
廃
止
）
゜

4

字
小
高
字
南
畷
七
四
の

、

お
り
ま
す
。

大

九

・

六

．

．

六

区

内

無

集

三

及

七

七

の

三

に

局

用

表

彰

状

配
局
及
び
簡
易
局
と
し
地
購
入
、
地
均
―
―
{'〇
川
辺
郵
便
局
局
長
以
下
協

て
須
釜
郵
便
局
（
須
釜
坪
九
合
四
勺
（
三
六
六
、
カ
一
致
能
く
局
務
を
整
理

村
大
字
南
須
釜
字
奥
平
七
四
2
m
)

。

f

し
成
績
み
る
べ
き
も
の
あ

一
八
番
地
）
発
足
（
局
昭
―
―
―
―
ハ
・
―
―
-
・
―
―
写
新
局
舎
落
り
将
来
益
々
奮
励
そ
の
実

長
塩
沢
正
常
氏
）
°
成
移
転
、
木
造
平
家
建
績
を
挙
ぐ
る
に
務
む
べ
し

大
一
―k
-―
―
•
一

＂

代
金
居
宅
亜
鉛
網
板
棒
葺
五
八
坪

一
故
に
通
信
事
業
創
始
五
〇

引
換
（
大
正
ご
一
年
三
一
合
七
勺
（
一
九
二
、
年
祝
典
を
挙
ぐ
る
に
当
り

月

一

日

廃

止

）

。

二

九

2
m
)

現
局
舎
。
之
を
表
彰
す
。

大
―
―B
·
1
0
•一郵
便
年
金
昭
―
―
―
九
・
ニ
・
高
橋
兼
之
氏
大
正
拾
年
四
月
弐
拾
日

局

長

に

就

任

。

逓

信

大

臣

従

三

位

勲

取
扱
゜

昭
四
•
四
・
一
航
空
郵
便
そ
の
間
大
正
一

0
年
四
一
等
野
田
卯
太
郎

取

扱

。

月

二

0
日

、

運

信

事

業

（

文

責

小

山

田

）

昭
―
―
-
•
八
・
芸
速
達
郵
便

取
扱
゜

昭一四・一
O・

―
―
―
―
―
電
話
交
換

取
扱
。

、

昭
一
六
・1
O・ 

一
定
額
貯
金

まあまあ一杯。／
ぐらいが事故の元

役

場

竺
写
臨
時
村
議
会

七
・
―
―
六
農
業
委
員
会

七
・
元
月
例
監
査

七
・
―
―
―
一
村
誂
会
協
議
会

八．

‘-
―
-
石
川
地
方
町
村
職

員
野
球
大
会

石
川
地
方
町
村
職

員
卓
球
大
会

教
育
委
員
会

七
．
一
六
ー
一
七
教
育
委
員
、

文
教
厚
生
委
員
、

学
校
訪
問

公

民

館

七
・
一
写
親
善
野
球
大
会
代

表
者
会
議
盆
抽
せ

丸

＠
立
秋
も
過
ぎ
て
、
朝
夕

編集後記

＆
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一
昭
和
43
年
度
福
島
県
職
員
採
用
候
補
者
皿

一
初
級
試
験
の
お
知
ら
せ
皿

―
-
、
受
験
資
格
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
一

ー
和
二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
皿

血
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

―
二
、
受
付
期
間
昭
和
四
十
三
年
九
月
二
日
か
ら
一

〗
九
月
三
十
日
ま
で

□

-
、
受
験
手
続
申
込
用
紙
は
福
島
県
人
事
委
員
一

11

会
事
務
局
で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
に
よ
り
請
Ill

一
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
初
級
試
険
申
一

〗
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
十
五
円
切
手
を
一

111

は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
皿

一
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

一
四
、
試
験
の
期
日
、
場
所
第
一
次
昭
和
四
十
一

皿

三

年

十

月

十

三

日

福

島

市

郡

山

市

会

[

叫

津

若

松

市

富

岡

町

皿

第

二

次

昭

和

四

十

三

年

十

一

月

下

旬

福

叩

島
市

〗
五
、
こ
の
試
験
に
関
し
不
明
の
点
は
福
島
県
人
〗

〗
事
委
員
会
事
務
局
盆
県
庁
内
）
に
お
た
づ
ね
〗

く
だ
さ
い
。

さ―-＝
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七・―
1
0

七・――四
七・天

八・―――
八
•
六

七・一八

ん）
管
内
四

H
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ン
。
フ
大
会

体
育
指
導
委
員
会

議管
内
青
年
学
級
生

キ
ャ
ソ
。
フ
大
会

第
九
回
親
善
野
球

大
会

第
二
回
村
民
登
山

会
（
安
達
太
良
山
）

公
民
館
訪
問

は
涼
し
さ
が
増
し
て
来
ま

し
た
。
子
供
達
も
夏
休
み

が
終
り
第
二
学
期
が
始
ま

り
ま
す
が
、
登
校
、
下
校

時
の
交
通
事
故
に
注
意
く

だ
さ
い
。

＠
九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日
で
あ
り
我
村
の
高
令
者

を
記
し
ま
し
た
が
、
長
い

間
郷
土
発
展
に
御
尽
力
さ

れ
ま
し
た
こ
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
後
も
健
康
に

留
意
さ
れ
、
末
永
く
我
々

を
御
指
導
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

R
役
職
員
名
簿
送
付
し
ま

す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ

、。、し`




